
～10月 30日は食品ロス削減の日です～ 

 

 

 

         

 

 
  

 「食品ロスの削減の推進に関する法律」（食品ロス削減推進法）が令和元年 10 月 1 日に施行され、10 月

は「食品ロス削減月間」、10月 30日は「食品ロス削減の日」となりました。 
 

1.食品ロスの現状                                        
 日本では年間約６１２万トンの食べ物が、まだ食べられるにもかかわらず捨てられています。※①これは、

世界食糧基金による世界全体の食料援助量の約２倍に相当します。家庭から発生する食品ロスの量は、この

およそ半分の２８０万トンで、１世帯（４人家族を想定）では毎年約６万円相当の食品を捨てている、とい

った見積りもあります。※②  （※①農林水産省平成 29年度推計値、②京都市試算「京都生ごみスッキリ情報館」より） 

 

２.食品ロスが引き起こす身近な影響                                       

           廃棄された食品はごみとなり、焼却するために多額の費用がかかります。また、多

量の水分を含んだ生ごみを焼却炉に入れると焼却温度が下がるので、燃やすために必

要なエネルギー（燃料等）が多くなり、焼却炉の負荷が増す分、耐用年数が短くなり

ます。つまり、それだけ私たち市民の税負担が重くなります。 

           市では、令和４年４月の稼働に向けて新焼却施設を建設中ですが、施設を長持ちさ

せるよう、食品ロスを少しでも減らしていきましょう。 

 
３.まずは１つ食品ロスを減らす行動をしてみましょう                   

 食品ロスが発生する原因は、大きく、「直接廃棄」、「食べ残し」、「過剰除去」の３つに分けられます。 

10月の食品ロス月間の間に、この 3つの内 1つでも減らせるよう実践し、10月 30日に振り返ってみまし

ょう。 

 

「庄原市リサイクルフェスタ」中止のお知らせ 

11月 14日（土）に開催を予定しておりました「庄原市リサイクルフェスタ」は、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大を防ぐため中止します。楽しみにしてくださっていた方々には申し訳あり

ませんが、ご理解いただきますようお願いします。 

食品ロスの原因 日常生活でできる工夫 

直接廃棄 
買いすぎ 買い物に行く前に冷蔵庫の中を確認しましょう。 

長持ちしない保存方法 インターネットなどで適切な保存方法を検索してみましょう。 

食べ残し 
作りすぎ 食べられる分だけ作りましょう。 

放置していて忘れていた 冷蔵庫の中の配置方法を工夫してみましょう。 

過剰除去 調理技術の不足 食材使い切りレシピなどを検索してみましょう。 
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３Rの取組と分別したごみのリサイクルについて  

３R とは、ごみを減らすことで、ごみの焼却や埋立て処理による環境への負担をできるだけ少なくし、さらに、

限りある地球の資源の利用を減らすために、資源を有効的に繰り返し使う社会（＝循環型社会）を実現するための

重要なキーワードです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源ごみの種類  資源ごみから作られる主な製品 

 

ビン・缶 

リサイクルプラザで 

ビン・アルミ缶・スチール缶 

に選別 

ビン→ビンの原料・土木材料（路床・路盤材）など 

アルミ缶→アルミ缶の原料・アルミサッシ・自動車部品など 

スチール缶→スチール缶の原料・建材（ビルの鉄骨・橋の

部品）など 

 

ペットボトル 

 シート類（卵パック・ブリスターパックなど） 

繊維（自動車の内装材・カーペット・ユニフォームなど） 

ボトル（飲料用ボトル・洗剤用ボトルなど）  

容器包装 

プラスチック 

ケミカルリサイクル（コークス炉化学原料・高炉還元剤な

ど） 

材料リサイクル（再生樹脂・パレットなど） 

プラスチック類  RPF 燃料（Refuse Plastic Fuel） 

新聞  新聞紙・週刊誌・印刷用紙など 

紙パック トイレットペーパー・ティッシュペーパーなど 

ダンボール ダンボール・紙筒など 

その他紙類 ダンボール・絵本など 

古着類  古着としてそのまま再利用・雑巾・軍手など 

 

 

 

 

 

環境標語（令和元年度環境と健康のポスター・標語コンクール ） 
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容器包装リサイクル協会

に引き渡し、再商品化 

 

分別したごみは、資源として色々な形に生まれ変わっています。 

『混ぜればごみ、分ければ資源』 

引き続き分別にご協力お願いします！！ 

まずはごみを減らして、繰り返し使って、最後にリサイクルするという優

先順位なんですね。じゃあ、私たちが分別して出したごみは、どんな

風にリサイクルされているの？ 

 
まだ使えるかも？        

●不要なものは人に使ってもらう 

●詰め替え商品を利用する 

●リサイクルショップを利用する 

 

 
生まれ変わるかも？                                

●正しく分別する 

●再生して作られた商品を利用する 

●食品トレイはスーパーなどの店頭回収へ 

 

 
もっと減らせるかも？                       

●マイバッグを持って買い物に行く 

●食料などの買いすぎに注意する 

●使用頻度の低いものはレンタルする 

 


